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　湿地はたくさんの動物や植物たちが住んでいるとても大切な場所です。湿地の環境を守り、未来
へ引き継いでいくため、中海・宍道湖でもいろいろな取り組みが行われています。
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賢明な利用【ワイズユース】
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　湿地の環境を守るだけでなく、湿地を上手に利用していこうという考え方があります。
　この考え方を英語で「ワイズユース（wise use）」と言います。
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　中海と宍道湖では、以前から、湖のまわりの地域で、それぞれに清
掃活動が実施されていましたが、ラムサール条約に登録されたこと
をきっかけとして、鳥取県、島根県、周辺の市、町が地域の人たちと
協力し、２００６年から、両方の湖で同じ日に一斉に清掃活動を行う
「中海・宍道湖一斉清掃」が始まりました。
　この一斉清掃は、環境月間である６月の第２日曜日に実施されて
おり、毎年約８，０００人が参加する取り組みになりました。湖の豊か
な自然環境を守り、未来へ引き継いでいくため、みなさんもぜひ一
斉清掃に参加してください。
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ヨシの刈り取り
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地域の清掃・美化活動
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　宍道湖には、たくさんのヨシ帯が広がっています。冬になって、枯
れたヨシが湖に流れ出てよごれの原因になってしまわないように、
地元の企業や団体のみなさんの協力を得て、ボランティアでの刈り
取りが行われています。
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　１年に１回の一斉清掃だけではな
く、日ごろから地域の人たちが、自分
たちの住んでいる場所やその周辺の
清掃活動や美化活動に取り組まれて
います。
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　おいしい魚や貝がとれたり、水辺で遊んだり、お祭りを楽しんだりすることができるなど、普段の
生活の中で、誰もが中海・宍道湖を上手に利用しています。
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　鳥取・島根両県では、「中海・宍道湖」の保全と賢明な利用を進めるため、両県リレー形式でシンポ
ジウム（ミニ講演会、学習会など）を開催してきました。

りょうけん

こうえんかい かいさい

すす けいしき

水辺のコンサート オープンウォータースイム 海藻刈り
かいそうかいそう がが

中  海

シジミ漁
りょうりょう

ハゼ釣り
つつ

夕日を眺める
ゆうひゆうひ ながなが

宍道湖

学習
がく しゅう

体験
たい けん

発表
はっ ぴょう

7 8

ワイズユースの形はいろいろ
かたちかたち

ワイズユースのための取り組み
とと くく


